助成事業完了報告書
宛先：日本財団会長　笹川陽平　様
報告日付：2010年4月15日
事業ID：2008680567
事業名：「親学～親が変われば
子どもも変わる～」の拠点整備
団体名：一般財団法人親学推進協会
理事長：高橋史朗
TEL：03-6821-5601
FAX：03-3234-0889
事業費総額　24,138,190円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自己負担額　　 738,190円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助成金額　23,400,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
報告事項（2009年度　4月～3月末）
4１ 事業内容


4（1） 講座・講演会等の開催


4ア
親学アドバイザー養成講座＜参加者：４１５名＞１４会場


4イ
親学アドバイザー認定講座＜参加者：２５１名（補講者除く）、認定者：２５６名＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０会場。累計６２１名


4ウ
親学研究会（＊新規事業）


4（2） シンポジウム・フォーラム、親学講演会、ショートプログラム


4ア
シンポジウム・フォーラム＜参加者：４９８名＞３か所


5イ
親学講演会・ショートプログラム合計３６か所＜参加者：４，１１０名＞


5（3） 講座の改編、親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成、講師の養成


5ア
講座の改編（＊新規事業）


6イ
親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成（＊新規事業）


6ウ
講師の養成


6（4） 親学アドバイザーの活動への支援


6ア
親学アドバイザー研修会、フォローアップ研修参加者：４５名


6イ
親学アドバイザー交流会（アドバイザー同士の交流の場）参加者：８８名


6ウ
親学実践講座＜参加者：２７０名＞４会場（＊新規事業）


7エ
活動説明会＜参加者：親学アドバイザー１７名＞（＊新規事業）


7オ
親学アドバイザー派遣（＊新規事業）


7カ
親学アドバイザー主催親学勉強会支援（＊新規事業）


8キ
小冊子の発送


8ク
活動事例の収集と発表機会の提供（＊新規事業）


9（5） 広報活動


9ア
小冊子の作成と配布


9イ
チラシの作成


9ウ
ホームページの運営


9エ
ＣＡＮＰＡＮブログの活用


9オ
メールマガジンの発行（＊新規事業）


9カ
マスメディアへの働きかけ


9キ
埼玉県内の親学推進に向けた取り組み（＊新規事業）


9ク
行政・議員への働きかけ＜参加者：１１０名＞４か所


10（6） 法人格の取得（＊新規事業）


10（7） その他


10ア
理事会の開催（３回開催）


10イ
事務局体制の強化


10ウ
親学研究所設立に向けた準備検討委員会の開催（＊新規事業）


10２ 事業目標の達成状況


10（1） 講座の開催


10ア
講座目標


10イ
実績


10ウ
目標を下回った要因と対策


10（2） 親学アドバイザーの認定


10（3） 親学講演会への講師派遣・ショートプログラムの開催


10ア
親学講演会


10イ
ショートプログラム


10（4） 講座の改編、親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成


10ア
講座の改編


10イ
親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成


10（5） 親学アドバイザーの活動支援


10ア
親学アドバイザーの自主活動支援


10イ
埼玉県内での親学普及活動


10ウ
東京都内での親学普及活動


10（6） 広報活動


10（7） 法人格の取得


10３ 事業成果物＜目次＞


（1） 講座・講演会一覧
ア
講座一覧
イ
講演会一覧
（2） 写真
ア
講座・講演会の開催
イ
シンポジウム、フォーラム
ウ
親学アドバイザー活動支援
エ
広報活動行政・議員への働きかけ
オ
その他理事会の開催
（3） チラシ
ア
「親学アドバイザー養成講座」及び「同・認定講座」
イ
新設「親学基礎講座」及び改訂「親学アドバイザー認定講座」
ウ
一般財団法人親学推進協会設立記念シンポジウム
エ
２００９親学フォーラムin大阪
オ
２００９親学フォーラムin埼玉
カ
親学研究会
（4） パンフレット
ア
２００９年度版協会パンフレット（一般財団法人）
イ
２０１０年度版協会パンフレット（新年度向け講座改編）
（5） 冊子：メールマガジン
（6） 記事：産経新聞Ｑ＆Ａ
（7） 法人登記簿謄本の写し
（8） 講座アンケート
ア
親学アドバイザー養成講座アンケート
イ
親学アドバイザー認定講座アンケート


1 事業内容
（1） 講座・講演会等の開催
1 親学アドバイザー養成講座＜参加者：４１５名＞１４会場（詳細は事業成果物）
　親学アドバイザーを目指す方を対象に親学の基本的な考え方と、スキルを扱
う講座。全８講座の修了者は、認定講座に進むことができる。
埼玉県、千葉県、東京都、大阪府、群馬県、愛知県、富山県の１４会場で開講した。
2 親学アドバイザー認定講座＜参加者：２５１名（補講者除く）、認定者：２５６名＞１０会場。累計６２１名（詳細は事業成果物）
　親学についての理解を深め、コミュニケーションスキルの向上を図るとともに、ケーススタディを通じて親学の考え方にもとづいたアドバイスの仕方を扱う講座。全８講座修了後レポート審査を経て認定証を授与している。埼玉県、大阪府、東京都、兵庫県、愛知県の１０会場で開講した。
3 親学研究会（＊新規事業）
　親学アドバイザー養成・認定講座の内容を補充・深化した学習によって、親学アドバイザーとしての能力の向上を図るための研究会。第一回目は親学アドバイザーを対象に開催した。次回からは一般からも参加を募る予定。


日　時：２０１０年３月２８日（日）１０時から１２時


会　場：埼玉県大宮ソニックシティ　６０４会議室


講　師：小宮山康朗（ＮＨＫ国際放送局ニュース制作部チーフ・プロデュー
　　　　　　　　サー）


テーマ：「子どものケータイ・ネットと親学」


参加者：２１名
（2） シンポジウム・フォーラム、親学講演会、ショートプログラム
1 シンポジウム・フォーラム＜参加者：４９８名＞３か所
(1) 一般財団法人親学推進協会設立記念シンポジウム


日　時：６月１４日（日）１３時から１６時


会　場：東京都六本木　ハリウッドプラザ大ホール


参加者：１８９名


内　容：基調講演とシンポジウム


＜基調講演＞


「脳科学からみたインドの幼児教育」森昭雄（日本大学文理学部教授）


＜シンポジウム＞「親が育つ　子どもが育つ」


＜シンポジスト＞


山中祥弘（学校法人メイ･ウシヤマ学園理事長、ハリウッド大学院大学学長）


森　昭雄（日本大学文理学部教授）


高橋史朗（一般財団法人親学推進協会理事長、明星大学教授）


＜コーディネーター＞


木村治美（親学推進協会会長・共立女子大学名誉教授）
(2) 2009親学フォーラムin大阪


日　時：９月２３日（水）１３時３０分から１６時３０分


会　場：大阪府大阪市　クレオ大阪西ホール


参加者：１８０名


内　容：基調講演とパネルディスカッション


＜基調講演＞「親が変われば子どもも変わる」


一般財団法人親学推進協会理事長　高橋史朗


＜パネルディスカッション＞「親心を取り戻す」


＜パネリスト＞


江口克彦（ＰＨＰ総合研究所代表取締役社長）


遠藤　敬（日本教育再生機構大阪事務所代表）


栗本広美（日本保育協会大阪支部理事）


澤井宏文（松原市市長）


藤本明弘（全日本私立幼稚園連合会総務委員長）


＜コーディネーター＞


高橋史朗（一般財団法人親学推進協会理事長）
(3) 2009親学フォーラムin埼玉


日　時：１１月２３日（月・祝）１３時から１６時


会　場：浦和ワシントンホテル　２階ホール


参加者：１２９名


内　容：＜基調講演＞「親学推進の現在と未来」


高橋史朗（一般財団法人親学推進協会理事長）


＜活動報告＞


親学アドバイザーによる保育園、幼稚園、日本青年会議所、地域・家庭での
　　　　実践活動を報告した。
2 親学講演会・ショートプログラム合計３６か所＜参加者：４，８７０名＞
(1) 
親学講演会　３４か所＜参加者：約４，５３０名＞（詳細は事業成果物）
(2) 
ショートプログラム　２か所＜参加者：３４０名＞
	１
	８月　８日（土）
	茨城県土浦市
	土浦市ＰＴＡ連合会
	大森　弘
	３００名

	２
	９月１０日（木）
	静岡県静岡市
	静岡ＪＣ
	大森　弘
	４０名


（3） 講座の改編、親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成、講師の養成
1 講座の改編（＊新規事業）
　親学アドバイザー養成講座を「親学基礎講座」の名称に変更し講座数を８講座から４講座に変更した。また、親学アドバイザー認定講座も８講座から６講座に改編した。
(1) 親学基礎講座の設置
　親学アドバイザー養成講座を名称変更し、講座数を半分に改編して「親学基礎講座」を設置した。これは、かねてから親学アドバイザーを目指す意志はないが、親学を学びたい方に向けた講座がないと指摘されていたことに応えるものであり、より広く受講生を募ることができるようになる。この講座のねらいは「親にとって大切な考え方や子どもへの適切な関わり方を身につけ、それを日常生活の中に生かしていくことを目指す」ことである。
(2) 親学アドバイザー認定講座の改編
　親学基礎講座の設置により、従来の親学アドバイザー認定講座を改編した。これまでの養成７・８講座「親学アドバイザーの役割と働き」を認定講座に移動し、ケーススタディに５講座設けていた講座数を２講座に集約して、３日が主流であった開催日数を２日に短縮した。またケースの内容によってＡ・Ｂの２コースを設け、受講者が選択できるよう配慮した。　改編した背景には保育園や幼稚園とそこに所属する受講生から中学生や高校生を扱うケーススタディ（旧認定講座の５、６、７講座）は、日常業務に差し迫っていないために講座の内容として不必要であるとの意見があり、保育園や幼稚園を中心にした講座の開催につながらなかったことがある。
2 親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成（＊新規事業）
　昨年度からの継続事業として、委員会で検討を重ねながら作成した。講座や親学アドバイザーによる勉強会での使用を主な目的として作成した。
全３００枚。
3 講師の養成
　講師は５名増員して計７０人になった。
（4） 親学アドバイザーの活動への支援
(1) 親学アドバイザー研修会、フォローアップ研修参加者：４５名
(2) 秩父市親学アドバイザー研修会
日　時：５月９日（土）１５時３０分から１７時
場　所：埼玉県秩父市守破離亭
参加者：親学アドバイザー２２名
内　容：秩父市教育委員会の協力を得て、周辺の親学アドバイザーに参加を呼びかけ、協会から情報提供するとともに、それぞれのアドバイザーの活動状況や要望などを聴取した。
(3) 親学フォローアップ研修
日　程：８月３日（月）
場　所：兵庫県神戸市
参加者：親学アドバイザー１５名
内　容：神戸市内の幼稚園に関係するアドバイザーを対象にフォローアップ研修を行った。他県の幼稚園で活躍するアドバイザーの実践事例を紹介し、活動の推進を促した。
(4) 親学アドバイザー研修会
日　程：２０１０年２月２７日（土）１３時から１６時
場　所：埼玉県秩父市教育研究所
参加者：親学アドバイザー３０名
内　容：親学の最新情報と新しい映像資料の試写、情報交換会を開催した。
1 親学アドバイザー交流会（アドバイザー同士の交流の場）参加者：８８名
(1) 親学アドバイザー交流会
日　時：６月１４日（日）１０時から１２時
場　所：東京都港区六本木ハリウッドプラザ
参加者：親学アドバイザー３９名
内　容：協会からの情報提供と、アドバイザーに派遣の依頼があった場合に応じるか等を聴取した。
(2) 親学アドバイザー交流会
日　時：９月２３日（水・祝）１０時から１２時
場　所：大阪府大阪市　クレオ大阪西
参加者：親学アドバイザー２７名
内　容：関西地区の親学アドバイザーによる先進的な取り組みを紹介し、その後、情報交換会を開催した。
2 親学実践講座＜参加者：２７０名＞４会場（＊新規事業）
保育園、幼稚園で保護者対象の参加型講座。講師の講演会とグループワークを組み合わせ、親学アドバイザーは各グループのリーダーとして参画している。親学アドバイザーの実践的な研修と一般対象に親学を普及するねらいがある。埼玉県内で４講座を開講した。
(1) 日　時：７月１１日（土）１０時から１２時
会　場：埼玉県秩父市緑が丘幼稚園　ホール
講　師：高橋史朗（当協会理事長）
参加者：７６名
親学アドバイザー：１０名
(2) 日　時：７月１４日（火）１０時から１２時
会　場：埼玉県狭山けやき幼稚園　ホール
講　師：高橋史朗
参加者：１００名
親学アドバイザー：１０名
(3) 日　時：９月１９日（土）１０時から１２時
会　場：埼玉県入間市（株式会社テラダイ内）会議室
講　師：並木茂夫（講座講師）
参加者：３４名
親学アドバイザー：３名
(4) 日　時：９月２４日（木）１０時から１２時
会　場：埼玉県所沢市　所沢文化幼稚園
講　師：高橋史朗
参加者：６０名
親学アドバイザー：８名
3 活動説明会＜参加者：親学アドバイザー１７名＞（＊新規事業）


　今年度の活動報告と次年度の講座改訂の説明会を開催した。主に埼玉県の
　　　　親学アドバイザーが参加した。


日　時：２０１０年３月２８日（日）１３時から１５時


会　場：埼玉県大宮ソニックシティ６０４会議室


参加者：１７名
4 親学アドバイザー派遣（＊新規事業）
東京都と提携し、公民館での子育て支援事業に親学アドバイザーを派遣した。
日　時：１０月２８日（水）１０時半から１２時


名　称：早期からの「しつけ」の後押し事業にかかわる親学勉強会」


場　所：板橋区　上板橋児童館


参加者：２、３歳児保護者２０名
派遣した親学アドバイザー：４名
5 親学アドバイザー主催親学勉強会支援（＊新規事業）
　親学アドバイザー主催の勉強会に協会から講師を派遣し、勉強会が円滑に進むよう支援した。
(1) 千葉県船橋市親学アドバイザー主催「親の学びの会」


日　時：１０月１６日（金）１０時～１１時


場　所：木の実幼稚園


参加者：木の実幼稚園、園児の保護者５０名


親学アドバイザー：２名
派遣講師：大森弘（専務理事）
(2) 埼玉県鴻巣市親学アドバイザー主催「子育て勉強会」


日　程：２０１０年１月３０日（土）


場　所：クレア鴻巣（鴻巣市文化センター）


参加者：鴻巣市の保護者３０名


親学アドバイザー：３名


派遣講師：大森弘（専務理事）
(3) 鴻巣市親学アドバイザー主催勉強会（ハッピーママの会）


日　程：２０１０年２月１５日（月）


場　所：鴻巣市市民センター


参加者：鴻巣市の保護者１６名


親学アドバイザー：１名


派遣講師：大森弘
6 小冊子の発送
(1) 『「親学」はじめの一歩』
　昨年度までの在庫が減少したことに鑑み、小冊子『「親学」はじめの一歩』１万冊を改訂して発行した。発送数は昨年度の在庫と併せて10,200冊配付した。この冊子は、講演会や親学アドバイザーによる勉強会で配付している。
(2) 『活躍する親学アドバイザー』
『活躍する親学アドバイザー』を親学アドバイザーに3,280冊送付した。この発送によって、アドバイザー活動の活性化につなげることができた。
7 活動事例の収集と発表機会の提供
(1) 活動事例の収集
　本年は親学アドバイザーの自主的な活動が各地で始まった。そこで親学アドバイザー主催の親学勉強会や子育てサークル、講演会や相談会、公的団体主催の家庭教育支援事業等で活躍している親学アドバイザーの活動を収集した。報告があった一例を挙げると次のような事例がある。
事　例：公的団体主催の研修会に参画
名　称：秩父地区家庭教育委員研修会
日　時：９月５日（土）１３時３０分から１５時
場　所：秩父市クラブハウス２１
主　催：秩父地区ＰＴＡ連合会
参加者：６０名
親学アドバイザー：８名
内　容：親学アドバイザーの代表者が今回のテーマ「生活習慣の見直し」の資料を配布、説明し、他のアドバイザーは７班に分かれてグループリーダーとして話し合いをまとめ、発表した。
(2) 発表機会の提供
　日頃から自主的な活動を行っている親学アドバイザーの活動内容を広く他のアドバイザーに周知するために発表機会を設けた。また、今年度から開始したメールマガジンにも内容を掲載して情報を公開している。発表したアドバイザーにとっては、日頃の活動を評価される場となり今後の活動の活性化につながると思われる。


日　程：１１月２３日（月・祝）（2009親学フォーラムin埼玉）


会　場：浦和ワシントンホテル　２階ホール


＜報告者＞


保育園での実践活動：高木早智子（花園第二保育園園長）


幼稚園での実践活動（１）：柿沼平太郎（栗橋さくら幼稚園園長）


幼稚園での実践活動（２）：横瀬敏也（かみひろや幼稚園園長）


日本青年会議所の実践活動：吉田勉（日本青年会議所埼玉ブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協議会副委員長）


地域・家庭での実践活動（１）：志賀周子（埼玉県鴻巣市）


地域・家庭での実践活動（２）：黒澤英子（埼玉県秩父市）
（5） 広報活動
1 小冊子の作成と配布
　小冊子『「親学」はじめの一歩』を改訂し１万冊発行した。親学講演会で配布し親学の普及とともに広報活動を行った。また親学アドバイザーの活動を中心に著した『広がる「親学」活躍する親学アドバイザー』を新たな助成金で作成し、親学アドバイザーの活動を紹介した。親学アドバイザーを中心に関係者へ配付した。
2 チラシの作成
　講座やシンポジウム・フォーラムのチラシを配布した。
3 ホームページの運営
　法人化に際して、ホームページを一部改良した。
4 ＣＡＮＰＡＮブログの活用
　ブログはＣＡＮＰＡＮを利用し、活動の様子を随時発信している。
総記事数：240（2010.3.31現在）
総アクセス数：51,665件（2010.3.31現在）
5 メールマガジンの発行（＊新規事業）
　広報活動充実と情報発信のため2010年2月15日にメールマガジンを発行した。今後は月に1回の頻度で定期的に情報発信する予定である。


内容は協会や理事長からのメッセージ、親学アドバイザーの活動事例紹介、
　　　　図書紹介、スケジュールなどを掲載している。
6 マスメディアへの働きかけ
(1) 11月2日産経新聞「親学　子育てヒント　園と信頼関係」に親学アドバイ
ザーの活動の様子が掲載された。
(2) 2010年1月18日から月2回の頻度で全10回産経新聞「親学Q＆A」に連載を開始した。
7 埼玉県内の親学推進に向けた取り組み（＊新規事業）
　埼玉県内での親学のさらなる普及を目指して、関係団体に働きかけ打ち合わせ会を行った。


日　時：２０１０年１月１４日午後５時から７時


場　所：伊勢丹浦和店　バンケットルーム


参加団体：埼玉県保育士会、日本保育協会埼玉県支部、日本青年会議所関
　　　　　　　　　東地区埼玉ブロック協議会
内　容：各団体の要望を聴取した。
8 行政・議員への働きかけ＜参加者：１１０名＞４か所
　親学の普及のため議員や教育委員会を対象に説明会を行った。１０月には内閣府副大臣に親学の説明を行うことができた。
(1) 関西若手地方議員勉強会


日　程：４月４日（土）


対　象：大阪府下の市議会議員


参加者：２０名
(2) 関西若手地方議員勉強会


日　程：４月２０日（月）


対　象：大阪府下の市議会議員


参加者：２０名
(3) 大阪府教育委員勉強会


日　程：６月１０日（水）


対　象：教育委員長をはじめとする大阪府教育委員と関係者


参加者：３０名
(4) 熊本県議会議員団勉強会


日　程：６月３０日


対　象：熊本県議会議員


参加者：４０名
(5) 内閣府副大臣に親学を説明


日　程：１０月２３日


対　象：内閣府副大臣古川元久氏ら


参加者：１０名
(6) 沖縄県地方議員勉強会


日　程：１１月３０日


対　象：沖縄県地方議員


参加者：３０名
(7) 埼玉県春日部市市長に親学を説明


日　程：２０１０年１月１４日


対　象：春日部市長ほか市議


参加者：７名
（6） 法人格の取得（＊新規事業）
４月１日付で一般財団として法人登記した。
一般財団法人親学推進協会　評議員一覧
	氏名
	肩書き（2009年4月１日現在）

	浦山哲郎
	学校法人浦山学園理事長

	江口克彦
	ＰＨＰ総合研究所代表取締役

	黒澤博道
	財団法人富士社会教育センター参与

	本多　均
	株式会社ジャスト代表取締役

	丸山敏秋
	社団法人倫理研究所理事長

	南　修治
	シンガーソングライター・心理カウンセラー

	森　昭雄
	日本大学教授


一般財団法人親学推進協会　会長・役員一覧
	役　職
	氏　名
	肩書き（2009年4月1日現在）

	会　長
	木村治美
	共立女子大学名誉教授

	理事長
	高橋史朗
	明星大学教授

	専務理事
	大森　弘
	八洲学園大学客員教授

	常務理事
	大江　弘
	ＰＨＰ総合研究所教育研究部長

	理　事
	釜堀信雄
	株式会社パソナドゥタンク顧問ＲＥＰ事業部

	理　事
	田島秀恭
	田島教育グループ代表

	理　事
	永沼宏之
	前埼玉県行田市議会議員

	理　事
	坂東弘康
	(株)ヒューマン・スキル・カレッジ代表取締役 

	理　事
	福田一郎
	東京女子大学名誉教授　親学会会長

	理　事
	益田晴代
	親学会副会長

	理　事
	良本光明
	親学推進協会事務局長

	監　事
	藏西東黄
	白百合女子大学教授

	監　事
	鈴木省二
	鈴木会計事務所税理士


（7） その他
1 理事会の開催（３回開催）


日　程：4月22日（水）、11月12日（木）、2010年3月10日（水）
会　場：日本財団
2 事務局体制の強化


　本年度は、常勤職員が１名加わり、事務局は職員３名アルバイト３名
　
合計６名になった。増員により常駐職員が複数になったことで、運営が安定
　　　　した。また、大阪のマンション１部屋を無償で借受け、関西地域の活動拠点
　　　　ができた。これに伴い、業容も拡大した。
3 親学研究所設立に向けた準備検討委員会の開催（＊新規事業）
　親学の歴史の体系化と理論の確立を目指して、親学の研究機関（親学研究所）を設立するため研究課題を有識者からヒアリングすることにした。9月15日に設立準備委員会を設置して検討を重ね、来年度５月から有識者ヒアリングを開催することになった。
2 事業目標の達成状況
（1） 講座の開催
1 講座目標
親学アドバイザー養成講座２０会場参加者７００名
親学アドバイザー認定講座１５会場参加者４５０名
2 実績
親学アドバイザー養成講座１４会場参加者４１５名
親学アドバイザー認定講座１０会場参加者２５１名（補講者を除く）、
認定者２５６名
3 目標を下回った要因と対策
　日程や費用の都合により保育園や幼稚園等の団体による講座の継続的な開催が困難であった。また、親学アドバイザーになるまでの意欲がないまでも親学を学びたい方へのアプローチが不足していた。
　そこで親学アドバイザー養成と認定だけでなく、広く親学を学びたい方に向けた講座を開講するため、講座改編の検討を重ね来年度から親学アドバイザー養成講座を「親学基礎講座」に名称を変更して内容を改め、親学アドバイザー認定講座も改編して新たなカリキュラムで開講することにした。また、受講者数の増加や親学普及のためには親学アドバイザーの活動支援が不可欠であると考え、親学アドバイザー交流会や研修会、フォローアップ研修や親学実践講座、活動説明会や親学アドバイザーの派遣事業、親学アドバイザー主催の勉強会支援事業などに取り組んだ。
	
	年間目標
	現状
	達成率

	親学アドバイザー養成講座
	２０会場
７００名
	１４会場
４１５名
	７０．０％
５９．２％

	親学アドバイザー認定講座
	１５会場
４５０名
	１０会場
２５６名
	６６．６％
５６．８％

	認定者数
	２５６名


（2） 親学アドバイザーの認定
親学アドバイザーの認定者は２５６名増加し、全国で合計６２１名となった。
開催会場別内訳
	都府県名
	認定者数
	昨年まで
	累計

	埼玉
	72
	94
	166

	千葉
	0
	53
	53

	東京
	57
	36
	93

	愛知
	16
	43
	59

	大阪
	77
	20
	97

	兵庫
	33
	78
	111

	沖縄
	0
	41
	41

	合計
	256
	365
	621



親学アドバイザーの住所別内訳
	自宅住所
	認定者数
	昨年まで
	合計

	岩手県
	0
	1
	1

	山形県
	0
	1
	1

	茨城県
	1
	4
	5

	栃木県
	1
	0
	1

	群馬県
	3
	2
	5

	埼玉県
	88
	108
	196

	千葉県
	9
	53
	62

	東京都
	11
	7
	18

	神奈川県
	11
	5
	16

	新潟県
	2
	0
	2

	石川県
	1
	0
	1

	長野県
	1
	1
	2

	岐阜県
	1
	1
	2

	静岡県
	3
	0
	3

	愛知県
	17
	41
	58

	滋賀県
	1
	0
	1

	京都府
	12
	1
	13

	大阪府
	47
	21
	68

	兵庫県
	37
	78
	115

	奈良県
	8
	0
	8

	広島県
	1
	0
	1

	山口県
	1
	0
	1

	沖縄県
	0
	41
	41

	合計
	256
	365
	621


（3） 親学講演会への講師派遣・ショートプログラムの開催
1 親学講演会
実績：本年は３４の講演会に講師を派遣した。
派遣先：地方自治体や各地の教育委員会、社会福祉協議会、日本保育協会関係
　　　　団体、幼稚園連合会など。
所見：公的な団体等からの引き合いが増えており、親学に対する関心が高まっている。当協会から派遣した他にも、各講師や親学アドバイザーが個別に講演を行うこともあるようで、親学の内容が理解されはじめている。
2 ショートプログラム
実績：２回開催
派遣先：土浦市ＰＴＡ連合会、静岡ＪＣ
所見：本事業は、要請を受けて講師を派遣するものである。講演会（約１.５時間）に比べると長いため（約３．５時間）要請は少なく、引き合いのほとんどは講演会の希望であった。来年度の講座改訂に伴って新設の「親学基礎講座」に統合することにした。
（4） 講座の改編、親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成
1 講座の改編
　これまで親学アドバイザーを目指す方々を対象に講座を展開してきたが、アドバイザーを目指すわけではないが親学を学びたい方にも門戸を開き、学びの場を提供するため講座を大幅に改編した。だれもが学べる入門講座として「親学アドバイザー養成講座」を「親学基礎講座」に名称を変更し内容を改編した。この講座は「親にとって大切な考え方や子どもへの適切な関わり方について身につけ、それを日常生活の中に生かしていくこと」を目指している。
2 親学教材（ＤＶＤ映像資料）の作成
　昨年度からの継続事業として、委員会で検討を重ねながら作成した。講座や親学アドバイザーによる勉強会での使用を主な目的として作成した。親学アドバイザーを対象にした試写会を２回催し、非常に好評を得ている。全３００枚作成。
（5） 親学アドバイザーの活動支援
1 親学アドバイザーの自主活動支援
実績：保育園、幼稚園、子育てサークル、ボランティア団体
内容：小冊子の配布や講師の派遣
所見：親学アドバイザーの活動が円滑に進むように小冊子の配布や講師を派遣した。活発な活動が散見している。
2 埼玉県内での親学普及活動
実績：親学アドバイザーが所属する埼玉県内の保育園、幼稚園数は５０園に拡がった。
3 東京都内での親学普及活動
日程：１０月２８日
場所：東京都板橋区上板橋児童館
内容：東京都と協定を締結し公民館での子育て支援事業「早期からの『しつけ』の後押し事業」に親学アドバイザーを派遣した。
（6） 広報活動
　小冊子の作成と配布、チラシの作成、ホームページの運営、ＣＡＮＰＡＮブログの活用、メールマガジンの発行、マスメディアへの働きかけ、行政・議員への働きかけ等を通して積極的に活動した。
1 小冊子とチラシの作成と配付
　親学アドバイザーの活動支援と講座の動員につながった。
2 ホームページとブログの活用
　より広く受講生を募ることができた。現在ではホームページの情報が多くの受講につながっている。またブログでは活動を随時公開し、アクセス数も５万件を超えている。
3 メールマガジン
　読者登録数は開始１カ月ですでに300名を超え、好調な滑り出しである。
4 マスメディアへの働きかけ
　産経新聞に親学の連載が始まったことがあげられる。また親学アドバイザーの活動が大きく取り上げられた。
5 行政・議員への働きかけ
　特に埼玉県内に力点を置いて働きかけを行った。来年度飯能市で講座の開催を予定しているが、これは今回の働きかけによる成果である。他にも春日部市長や市議を対象に親学の説明会を開催することができた。議員への働きかけでは、関西地域を中心に議員向けの親学勉強会を開催した。また内閣府の副大臣に親学の説明ができたことは大きな業績だといえる。
6 埼玉県内の関係団体への働きかけ
　埼玉県内の親学に関わる主要な団体と親学の推進に関わる打ち合わせ会を開催した。出席団体は埼玉県保育士会、日本保育士協会埼玉県支部、日本青年会議所関東地区埼玉ブロック協議会などで、各団体の要望を聴取することができた。来年度にもこの打ち合わせ会を開催できるよう準備中である。関係団体との連携を強めながら親学の普及を進めていきたい。
（7） 法人格の取得
本年４月１日付で、一般財団親学推進協会として法人登記した。これにより対外的な信用度を増すことができた。
　
3 事業成果物＜目次＞
（1） 講座・講演会一覧
1 講座一覧
2 講演会一覧
（2） 写真
1 講座・講演会の開催
(1) 親学アドバイザー養成講座
(2) 親学アドバイザー認定講座
(3) 親学講演会
(4) 親学研究会
2 シンポジウム、フォーラム
(1) 一般財団法人親学推進協会設立記念シンポジウム
(2) 親学フォーラムin大阪
(3) 親学フォーラムin埼玉
3 親学アドバイザー活動支援
(1) 親学アドバイザー交流会、親学アドバイザーフォローアップ研修
(2) 親学アドバイザー活動事例収集、実践活動報告、
親学アドバイザー研修会
(3) 親学実践講座
(4) 活動説明会
4 広報活動行政・議員への働きかけ
5 その他理事会の開催
（3） 
チラシ
1 「親学アドバイザー養成講座」及び「同・認定講座」
2 新設「親学基礎講座」及び改訂「親学アドバイザー認定講座」
3 一般財団法人親学推進協会設立記念シンポジウム
4 ２００９親学フォーラムin大阪
5 ２００９親学フォーラムin埼玉
6 親学研究会
（4） パンフレット
1 ２００９年度版協会パンフレット（一般財団法人）
2 ２０１０年度版協会パンフレット（新年度向け講座改編）
（5） 冊子：メールマガジン
（6） 記事：産経新聞Ｑ＆Ａ
（7） 法人登記簿謄本の写し
（8） 講座アンケート
1 親学アドバイザー養成講座アンケート
2 親学アドバイザー認定講座アンケート
1

